
令和６年第６回 桑折町教育委員会定例会 会議録（要約） 
 
１．会議の概要 

開催日時：令和６年５月２３日（金） 午後 1 時３０分開会 午後２時２５分閉会 
場  所：桑折町役場 庁議室 
出 席 者：教育長 佐藤浩哉、教育委員 4 名（柴田宣広、鈴木キヨ子、小野紀章、長谷富子） 

欠 席 者：なし 
事務局等出席者：教育文化課長 八巻靖之、副参事 佐藤克彦 

書 記：主任主査兼こども教育係長 菅野健二 
傍聴人：なし 

 
２．教育長あいさつ 

鈴木委員が福島県市町村教育委員会連絡協議会より表彰されたことの報告とお祝い。5 月 18 日
の小学校運動会について報告（睦合小学校創立 150 周年記念運動会など）。翌日（5 月 24 日）に桑
折町小中学校のあり方検討委員会第 1 回開催予定を説明し、検討委員会の内容については、随時情
報提供していく。 

 
３．報告事項 

(1)  教育行政報告 
八巻教育文化課長から教育行政全般について報告が行われ、質疑応答が行われた。 
 
柴田委員：半田銀山を活かした魅力体感・発信事業業務について、詳細説明を求める。 

教育文化課副参事：五代友厚が半田銀山を再経営して 150 年の節目であり、国の交付金を活用
し、11 月に事業実施予定。内容として、町民体育館でパネルディスカッション・トーク
ショー（学識経験者・著名人招聘）、子ども歴史案内人の育成と発表、スタディーツアー
（坑道跡地、女郎橋遺跡跡などをバスで巡る）を考えている。 

小野委員：種徳美術館解体工事中、事務員の移動先について質問。 

教育文化課副参事：郡役所入口右手の部屋を仮事務室として使用。 
長谷委員：半田銀山坑道跡地の見学範囲について質問。 
教育文化課副参事：中鋪坑の入口までのみ見学可能。坑道内部は崩れやすく施錠されており入

れない。半田山管理センターにバスを停め、徒歩 20～30 分で現地へ案内予定。 
柴田委員：坑道見学が困難なため、ジオラマ模型で坑道の広がりを可視化する提案。 

教育文化課副参事：ジオラマ制作には費用がかかる。イベント時には当時の工具や写真を展示
予定であり、坑道図面の確認と調査研究を進める。 

柴田委員・小野委員：デジタル技術や VR の活用を提案。 

教育文化課副参事：QR コードや VR 体験などデジタル交付金の活用事例を調査研究する。 
教育文化課長：坑道の図面は存在すると思う。 

 
４．その他 

(1) 次回の定例会開催日程（予定）について 
定例会 ６月２７日（木）午後１時３０分 役場 中会議室 

(2)  今後の日程について 
(3) その他 


